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県内の不法投棄の状況と撤去実績について 

令和４年４月～令和５年３月までの間、各地域の廃棄物対策協議会による監視パトロー
ルなどによって確認された不法投棄の状況、及び撤去実績は、以下のとおりである。 
１ 令和４年度中の状況と近年の推移 

 
（１）新規確認 
○  新規確認の不法投棄量は２５１ｔ（対前年度比１１４.５％増）であり、不法投棄箇所数  

は９５４箇所（対前年度比１．１％増）である。 
○  投棄量は昨年度と比べ増加したが、例年に比べると少ない。 

○  投棄箇所数は、近年横ばいの傾向にある。  

 
  

 

  
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

（２）撤去 
○  撤去量は２７４ｔ(対前年度比３１．５％減）であり、撤去箇所数は、７９２箇所（対前年   

度比４.９％減)である。 
○  撤去箇所数は昨年度と比べ減少したが、例年なみである。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 



（３）年度末の状況 
○  残存している不法投棄量は５７２ｔ（対前年度比３.９％減）であり、投棄箇所数は 

１,７５７箇所（対前年度比１０.２％増）である。 
○  残存箇所数は増加傾向にあるが、残存投棄量は昨年度と比べて減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和４年度中の廃棄物の種類別状況 
○  新規確認した廃棄物の種類は、投棄量では一般廃棄物が ４２ｔ(構成比１６．６％)、

産業廃棄物が２１０ｔ(同８３．４％)であり、投棄箇所では一般廃棄物９２５箇所(同９７．
０％)、産業廃棄物が２９箇所(同３．０％)となっている。 

○  撤去された廃棄物の種類は、撤去量では一般廃棄物が２９ｔ(構成比１０．６％)、産
業廃棄物が２４５ｔ(同８９．４％)であり、撤去箇所では一般廃棄物が７６４箇所(同９６．
５％)、産業廃棄物が２８箇所(同３．５％)となっている。 

○  残存している廃棄物の種類は、投棄量では一般廃棄物が２９３ｔ(構成比５１．２％)、
産業廃棄物が２７９ｔ(構成比４８．８％)であり、投棄箇所では一般廃棄物が１,５４５箇

所(構成比８７．９％)、産業廃棄物が２１２箇所(構成比１２.１％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 



３ 令和４年度中の林務環境事務所別の状況 
 ○ 新規確認について、新規確認量は峡南が４７．５％と多く、箇所数は峡東が３７．

６％、富士・東部が２８.４％、中北が２３．９％、峡南が１０．１％となっている。 
○ 撤去について、撤去量は峡南が５１．５％と多く、箇所数は峡東が４２．３％、富士・東
部が２９．４％、中北が１８．３％、峡南が１０．０％となっている。 

○ 残存投棄量は、富士・東部が５１．４％と多く、残存投棄箇所は富士・東部が３１.
１％、峡南が３０.３％、中北が２０．０％、峡東が１８．６％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考１）一般廃棄物・産業廃棄物別 新規確認について 

① 一般廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

② 産業廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考２）一般廃棄物・産業廃棄物別 撤去について 

① 一般廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

② 産業廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考３）一般廃棄物・産業廃棄物別 年度末の状況につて 

 ① 一般廃棄物 

 

  

 

 

 

 

 

②産業廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


